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実習プログラム決定に至る経緯    
複数部署での実習
固定された部署での実習
プログラム選択における実習生の主
体性
プログラムに左右される点
実習で取り組むこと
実習日以外の実習に関する取り組み
実習生の取り組み 実習生自身の変化
クライエントに対して
クライエントに対する思い 
クライエントの変化に関する体験  
長期間かかわることで知る
時間の経過では変わらない現実があ
ることを知る
実習施設との関係　 実習施設職員との関係
実習指導者との関係 
実習指導者以外との関係
実習指導
実習指導 振り返り 
実習記録
記録作成 
記録 提出後
長期間にわたり実習する苦労
実習が日常に組み込まれる
3ヶ月続く実習はできない
実習日以外も落ち着かない
実習日以外も実習が頭から離れない
切り替えが苦手で実習を引きずる
日常との両立
実習へのモチベーションを維持
体調の維持管理が必要
実習日間の過ごし方が重要
実習日の合間には話ができる
環境がある
普段の学びが実習体験を考える機会
になる
実習での気づきを日常生活で実践
1週間後の振り返りまでを自分の整
理が進む時間として活用 
実習を考え続けることに負担を感じる
避けられない経済的負担
実習施設への交通費が心配
1ヶ月以上では交通費の負担増加
大学との連携
実習日間の大学での体験
授業へ実習での思いを持ち込む
授業で取り組む事例検討
分散型実習への準備
学べる点はあるが実習計画書作成時
期は早すぎる
